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市長の手控え帖

　
大
戦
は
女
性
の
服
装
に
も
大
変
革
を
も
た
ら

し
た
。
男
性
は
戦
場
に
送
ら
れ
る
。
多
く
の
女

性
が
現
場
で
働
く
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
は
、

動
き
や
す
い
服
が
必
要
と
な
る
。
足
首
ま
で
届

く
ス
カ
ー
ト
や
、
身
体
を
締
め
つ
け
る
コ
ル
セ

ッ
ト
の
窮
屈
さ
か
ら
脱
す
る
時
代
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
体
現
し
た
の
が
コ
コ
・
シ
ャ
ネ
ル
。

　
本
名
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
シ
ャ
ネ
ル
は
、
孤
児
院

で
育
っ
た
。
逆
境
が
生
ん
だ
激
し
い
気
性
と
、

自
由
を
求
め
る
強
い
心
が
生
涯
を
支
え
た
。
コ

コ
は
愛
称
。
お
針
子
の
傍か

た
わ

ら
歌
手
を
し
て
い
た

頃
に
つ
け
ら
れ
た
。
パ
リ
に
出
た
。
過
剰
な
装

飾
を
嫌
い
、
飾
り
気
の
な
い
シ
ン
プ
ル
な
帽
子

を
デ
ザ
イ
ン
。
こ
れ
が
あ
た
っ
た
。
英
国
青
年

実
業
家
の
援
助
を
受
け「
シ
ャ
ネ
ル
・
モ
ー
ド
」

が
開
店
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
高
級
避
暑
地

に
店
舗
を
出
す
。
直
後
に
大
戦
が
始
ま
る
。「
非

常
事
態
の
中
で
人
は
才
能
を
発
揮
す
る
も
の

よ
」
と
、
働
く
女
性
の
実
用
的
な
服
を
考
案
す

る
。
疎
開
し
て
き
た
上
流
階
級
の
女
性
も
身
軽

な
服
を
求
め
た
。
だ
が
戦
争
で
布
地
は
不
足
。

そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の
が
、
男
性
の
下
着
に
使

わ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
素
材
。
安
く
て
、
丈

夫
で
、
動
き
や
す
い
服
は
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。　

　
シ
ャ
ネ
ル
の
「
シ
ン
プ
ル
で
着
心
地
が
良
く

無
駄
が
な
い
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
女
性
の

身
体
を
解
放
し
、自
由
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。

シ
ャ
ネ
ル
は
、
機
能
美
を
追
求
し
た
斬
新
的
な

発
想
で
、
19
世
紀
的
な
も
の
を
葬
り
去
っ
た
。

　

今
年
は
第
1
次
大
戦
が
終
わ
っ
て
百
年
。

１
９
１
４
年
６
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
を

撃
っ
た
サ
ラ
エ
ボ
の
銃
声
か
ら
、
戦
争
が
始
ま

る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
蹂じ

ゅ
う

躙り
ん

さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
、
力
の
均
衡
が
図
ら
れ
、
局
地
戦
を
除
き
百

年
間
平
和
が
保
た
れ
て
い
た
。
ど
の
国
も
本
格

的
な
戦
い
は
望
ん
で
お
ら
ず
、
短
期
で
終
わ
る

と
見
て
い
た
。
だ
が
誤
算
の
連
続
で
、
４
年
に

も
及
び
、
１
千
万
人
近
く
の
死
者
を
出
し
た
。

大
戦
は
古
い
世
界
を
叩
き
つ
ぶ
し
、
人
間
の
感

性
や
も
の
の
考
え
方
を
大
き
く
変
え
た
。

　
ま
ず
、
戦
地
か
銃
後
か
の
別
な
く
、
国
民
を

総
動
員
す
る
総
力
戦
に
な
っ
た
こ
と
。
特
に
、

戦
車
や
潜
水
艦
、
毒
ガ
ス
と
い
っ
た
先
端
技
術

を
駆
使
し
た
新
兵
器
で
、
戦
争
の
様
相
が
一
変

し
た
。
中
で
も
、
航
空
機
の
登
場
は
劇
的
だ
っ

た
。
偵
察
用
か
ら
空
中
戦
へ
。
地
上
部
隊
や
軍

需
工
場
へ
の
攻
撃
。
さ
ら
に
大
型
機
に
よ
る
都

市
へ
の
無
差
別
攻
撃
へ
と
拡
大
。
多
く
の
一
般

市
民
が
犠
牲
と
な
る
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
崩

壊
で
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
独
立
。
植
民
地
で

の
独
立
運
動
が
活
発
化
。
社
会
主
義
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
の
誕
生
。
参
政
権
を
含
む
女
性
の
社
会
進
出

に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
そ
れ
ま
で
の
香
水
は
花
の
原
料
だ
け
で
作
ら

れ
た
。
し
か
も
大
量
に
使
う
の
で
高
価
。〝
全
て

の
女
性
に
香
水
を
〟
と
、新
た
な
香
水
に
挑
戦
。

で
き
た
の
が
シ
ャ
ネ
ル
5
番
。
花
に
化
学
合
成

品
を
加
え
大
量
生
産
に
成
功
。
マ
リ
リ
ン
・
モ

ン
ロ
ー
の
名
言
も
あ
り
人
気
を
さ
ら
っ
た
。

　
絶
頂
期
に
あ
る
頃
、第
２
次
大
戦
が
始
ま
る
。

シ
ャ
ネ
ル
は
突
然
店
を
閉
め
る
。
ス
イ
ス
で
の

隠い
ん

遁と
ん

も
含
め
、
15
年
も
の
長
い
沈
黙
に
入
る
。

71
歳
に
な
っ
た
シ
ャ
ネ
ル
は
再
起
を
期
し
て
パ

リ
へ
。
彼
女
が
葬
り
去
っ
た
ス
タ
イ
ル
が
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル
ら
に
よ
っ
て
息
を

吹
き
返
し
た
こ
と
に
憤
慨
し
た
。

　
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
は
「
１
９
３
０
年
代
の

亡
霊
」
と
酷
評
。
英
仏
の
女
性
の
反
応
も
芳
し

く
な
か
っ
た
。
一
方
、
米
国
で
は
、
働
く
に
も

パ
ー
テ
ィ
に
も
着
れ
る
服
は
、
圧
倒
的
支
持
を

受
け
た
。
そ
れ
が
男
の
服
装
を
ヒ
ン
ト
に
、
英

国
仕
立
て
や
素
材
の
良
さ
を
女
性
服
に
応
用
し

た
シ
ャ
ネ
ル
ス
ー
ツ
。
狙
撃
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
を
抱
き
か
か
え
た
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
夫
人

も
、
ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ネ
ル
ス
ー
ツ
だ
っ
た
。

　
「
流
行
は
追
わ
な
い
、
大
事
な
の
は
自
分
の

ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
」。
曖
昧
さ
を
は

ね
つ
け
、
心
の
奥
に
反
発
の
炎
を
燃
や
し
続
け

た
。「
20
世
紀
最
大
の
女
は
、
キ
ュ
リ
ー
夫
人
と

シ
ャ
ネ
ル
」
と
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
は
言

う
。
シ
ャ
ネ
ル
は
87
歳
ま
で
仕
事
を
愛
し
、
人

を
愛
し
た
。「
仕
事
が
な
い
日
曜
日
は
嫌
い
」
と

い
う
、
そ
の
日
曜
日
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。

「
シ
ャ
ネ
ル
と
い
う
精
神
」


